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本会議
2012 年 7 月 27 日（金）
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今後の会議開催都市あいさつ

記念植樹　　　　　２０１２年７月２８日（土）

２０１３年市長会議開催都市－熊本市（日本国）

２０１４年会議開催候補都市－バンコク都（タイ王国）

２０１５年市長会議開催都市－ウラジオストク市（ロシア連邦）

２０１４年会議開催候補都市－長沙市（中華人民共和国）
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Ⅰ　会議概要

　1 会議の名称

　2 開催期間

　3 主　催

　4 テーマ

　5 参加者

　6 会　場

　7 使用言語

第10回アジア太平洋都市サミット

The 10th Asian-Pacific City Summit

2012 年 7月 26日 ( 木 ) ～ 7月 28日 ( 土 )

浦項市（大韓民国）

全体テーマ：	「低炭素グリーン成長のための都市政策と都市間連携」

サブテーマ：「テーマのある都心開発及びWaterfront 開発を通じた都市再生政策」

	 	 「環境配慮型グリーン成長産業を基盤とする都市間の経済協力」

	 	 「低炭素グリーン成長のための都市別優秀政策事例」

2 国際機関 10か国 23都市（約 120名）※オブザーバー参加都市含む

　国際機関（2機関）：国際連合人間居住計画（ハビタット）福岡本部（アジア太平洋担当），

　　　　　　　　　　国連環境計画金融イニシアティブ

　海外会員都市（12都市）

　バンコク都（タイ王国），釜山広域市（大韓民国），長沙市（中華人民共和国），大連市（中

　華人民共和国），広州市（中華人民共和国），光陽市（大韓民国），イポー市（マレーシア），

　ジャカルタ特別市（インドネシア共和国），済州特別自治道（大韓民国），浦項市（大韓民国），

　シンガポール（シンガポール共和国），ウラジオストク市（ロシア連邦）

　国内会員都市（6都市）

　鹿児島市，北九州市，熊本市，宮崎市，大分市，福岡市

　オブザーバー参加都市（5都市）

　湛江市（中華人民共和国），張家口市（中華人民共和国），深圳市（中華人民共和国），バ

　リアブンタウ市（ベトナム社会主義共和国），ゼネラルティニオ市（フィリピン共和国）

ピロスホテル，POSCO国際館，エコ・パークなど（大韓民国浦項市）

4か国語（韓国語，日本語，英語，中国語）
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　8 プログラム

15:30 ～ 17:45 各都市代表による浦項市長との対談

19:00 ～ 21:00 歓迎レセプション

 9:00 ～ 9:25 本会議開会式
　主催都市あいさつ…浦項市長　朴 承浩
　提唱都市あいさつ…福岡市長　髙島 宗一郎

9:25 ～ 9:40 来賓発表
　「国連ハビタットのグリーン成長へのアプローチ」
　　国際連合人間居住計画（ハビタット）福岡本部（アジア太平洋担当）
　　　上級人間居住専門官　Lalith LANKATILLEKE　　　　　

9:40 ～ 9:50 議決

  9:50 ～ 10:20 基調講演
　「地域社会における研究大学の役割」
　　浦項工科大学総長　金 用民

10:35 ～ 12:15 参加都市発表
　イポー市（マレーシア）
　　「イポー市における雨水回収システム」
　　　ワンストップセンター所長　 WONG Kam Lee
　済州特別自治道（大韓民国）
　　「済州オルレ（自然遊歩道）事業」
　　　国際自由都市本部長　呉 勝益
　北九州市（日本国）
　　「低炭素グリーン成長のための都市政策と都市間連携」
　　　副市長　梅本 和秀
　福岡市（日本国）
　　「福岡市の環境都市づくり」
　　　市長　髙島 宗一郎
　ジャカルタ特別市（インドネシア共和国）
　　「ジャカルタの低炭素グリーン成長に向けた取り組み」
　　　保全・環境システム部長　Rusman Erwin SAGALA
　光陽市（大韓民国）
　　「低炭素グリーン成長都市の構築」
　　　市長　李 聖雄

13:15 ～ 14:30 参加都市発表
　熊本市（日本国）
　　「低炭素都市くまもとの実現に向けて」
　　　環境局長　原本 靖久
　大分市（日本国）
　　「大分市における低炭素社会の構築」
　　　市長　釘宮 磐
　ウラジオストク市（ロシア連邦）
　　「ウラジオストク市の主要環境政策」
　　　副市長　Roman Vladimirovich KARMANOV

7 月26 日（木）

7 月27 日（金）	
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　鹿児島市（日本国）
　　「鹿児島市における低炭素施策について」
　　　市長　森 博幸
　浦項市（大韓民国）
　　「浦項市の都心再生戦略」
　　　市長　朴 承浩

14:30 ～ 15:10 [ 特別セッション ] 災害からの都市の復興
　宮崎市（日本国）
　　「口蹄疫からの復興」
　　　副市長　金丸 健二
　バンコク都（タイ王国）
　　「バンコクの洪水防止システム」
　　　副知事　Vallop SUWANDEE

15:25 ～ 15:40 来賓発表
　「なぜ、低炭素グリーン成長なのか？」
　　国連環境計画金融イニシアティブ特別顧問（鹿児島市環境アドバイザー）末吉 竹二郎

15:40 ～ 15:55 議長総括・意見交換

15:55 ～ 16:00 浦項宣言採択

16:00 ～ 16:35 事務局事業報告 ･･･ 公益財団法人 福岡アジア都市研究所理事長　安浦 寛人

2013 年　第 11 回アジア太平洋都市サミット開催都市あいさつ…熊本市長　幸山 政史
2014 年　開催候補都市あいさつ…バンコク都副知事　Vallop Suwandee
2014 年　開催候補都市あいさつ…長沙市副市長　钟 钢

2015 年　第 12 回アジア太平洋都市サミット開催都市あいさつ…
　　　　　　ウラジオストク市副市長　Roman Vladimirovich Karmanov

16:35 ～ 17:20 閉会式・記念撮影・記者会見

18:30 ～ 20:30 歓送会
　

  9:00 ～ 14:30 市内視察
　POSCO 国際館，エコ・パークなど

14:30 ～ 15:30 記念植樹

7 月28 日（土）
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II　議決事項

議題１：長沙市（中華人民共和国）の新規加入を承認する。

議題２：2015 年に市長会議を開催し、開催都市はウラジオストク市

	 （ロシア連邦）とする。

議題３：2014 年の会議開催都市については、開催希望が出されているバ

ンコク都（タイ王国）又は長沙市（中華人民共和国）のいずれか

とし、2012 年 11月までに書面協議にて決定する。

議題３について

１．2014 年の会議開催都市について、通常は市長会議にて開催都市を決定してい

ますが、第 11回市長会議（2013 年）での正式決定では準備が間に合わない

と考えられるため、2012 年 11月を目途に書面協議にて決定します。

２．また、バンコク都は実務者会議の開催、長沙市は市長会議の開催を希望してい

るため、2014 年に実務者会議、市長会議のいずれを開催するかの決定につい

ても、開催都市の決定と併せて、書面協議にて行います。

その他

　

なお、サミット規約上、原則は市長会議の翌年に実務者会議を開催することとして

おり、2016 年は実務者会議の開催を予定しておりますが、開催都市については、

2012 年 12 月を目途に開催希望を募り、第 11 回市長会議（2013 年）にて決定

します。
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　今年、第10回目を迎える「アジア太平洋都市サミット」開会式に会員都市の

市長様をはじめ多数の関係者のご出席をいただき、心から嬉しく思う。

　世界は産業革命以降、急速な経済成長、大量生産・消費を通して豊かさを享受

してきたが、世界的経済危機と環境破壊、資源の枯渇という深刻な問題に直面す

るようになった。国際社会では既にグリーン成長を、経済と環境をバランス良く

発展させることのできる新しいパラダイムとして認めており、都市行政を担って

いる我々は成長中心、開発中心の都市発展構造から脱却するためのパラダイムの

転換を求められている。

　今日この場に会したのも、グローバル時代に合わせた低炭素グリーン成長を基

盤とした都市発展について意見を交換し、政策と事例を共有し、互いに協力する

ためである。今回のアジア太平洋都市サミットでは各都市がパートナーシップを

強化し、理解と協力の下、グリーン成長の経験を蓄積する良いきっかけとなるこ

とを期待している。会議を通じてより大きなシナジー効果を創出し、我々会員都

市が持続可能な発展を現実にするスタートとなることを願う。

　低炭素グリーン成長の下、この場を共にした会員都市が中心となり、都市発展

を追及するなら、アジア太平洋地域に新しい活力を吹き込み、国際社会で競争力

のある世界の中心地として発展できる。さらには全地球にとってより健康な未来

を作っていけるという希望を与えることができると確信している。

　今日ここ浦項市において、第10回アジア太平洋都市サミットが開催されるこ

とは大変喜ばしく、提唱都市の市長としてごあいさつさせていただくことを大変

光栄に思う。まず、準備のためご尽力くださった朴承浩市長をはじめ、浦項市の

皆様に深く感謝申しあげる。

　現在、人口の増加や都市化の進展に伴って、自然環境への負荷の増大が大きな

課題となっている。このような中、これからは、単に経済規模の大きさだけで都

市の価値を測る時代ではなく、持続可能な成長が重要であり、環境やそこに住む

人と都市が調和しながら発展していく、このバランスが非常に大切である。

　今日ここで「低炭素グリーン成長のための都市政策と都市間連携」というテー

マのもと、各都市の先進的な取り組みをお互いに学びあうことは、大変有意義な

機会になるものと確信している。

　福岡市には、廃棄物の埋立て、海水淡水化などの高度な環境技術がある。また、

長年にわたる海外諸都市との交流を通じて、様々な都市情報や課題解決のノウハ

ウを蓄積しており、参考にしていただきたい。

　今後ともこのサミットの事務局を担う都市として、アジア太平洋都市サミット

会員都市間の絆をさらに強固なものとし、都市問題の解決に向けた情報共有に繋

がるよう尽力していく。

　最後に、第10回アジア太平洋都市サミットの成功、参加各都市の一層の発展、

また本日参加の皆様ならびに地元浦項市の皆様のご健勝を心から祈念する。

朴　承浩　浦項市長

髙島　宗一郎　福岡市長

III-1　開会式

主催都市あいさつ

提唱都市あいさつ
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　国連ハビタットは国連総会によって持続可能な都市の成長と全ての人に適切な

住まいの提供を委任されている。主要な活動は、自然災害後や紛争後の復興事業、

都市管理と住民参加のプログラム、特に都市部における貧困撲滅、スラム居住者

の生活環境の改善である。現在重要な分野は気候変動への適応と緩和である。

　国連ハビタット福岡本部（アジア太平洋担当）はアジア太平洋地域を担当し事

務所は福岡市にある。福岡市は持続可能な都市開発を積極的に推進しており、と

てもグリーンな都市と言える。

　気候変動に関連する最も重要な要素の一つとして、人々の生活水準の向上によ

るエネルギー需要の高まりが挙げられる。アジアは世界で最も自然災害の影響を

受けている地域の一つで、2億3,800万人が現在海岸沿いの海抜10m以下の低

地に住み、気候変動や海面上昇の影響を受ける可能性がある。

　その適応策は耐気候型都市インフラの整備、雨水排水施設への投資、早期警戒

システム作り、災害に強いまちづくり、住居の耐久性の向上、災害に対して脆弱

な地域に立地する住居の移転である。緩和策は公共施設のエネルギー効率の向上、

先進的な輸送・施設計画などの移動距離の少ないコンパクトで高度に発達した公

共交通網を備えた都市づくりがある。

　気候変動への対応として、地球温暖化の主な原因となっている都市の温室効果

ガス削減は重要な事項で、市民生活の脆弱性を軽減する必要がある。市民を中心

としたグリーン都市づくりが重要で、国連は「グリーン都市づくりにおける市民

参加」を常に提唱している

　世界は現在、自然現象や社会問題において二度と後戻りできない転換点が迫っ

ているという危機感を非常に高めている。OECD（経済協力開発機構）は、自然

や社会に対する負担が経済成長のもたらす利益を遙かに上回るという逆転現象が

起きており、気候変動の面でも2100年までに世界の温度が産業革命前に比べ3℃

から6℃上がると警告している。

　IEA（国際エネルギー機関）はもし我々が気温上昇を2℃までに押さえ込むた

めの適正な投資を行えば、利益は非常に大きなものになると言い、COP10（生

物多様性条約第10回締約国会議）では、人間活動による生物多様性の損失を貨

幣換算すると毎年2兆ドルから4兆ドルだと報告している。

　対応策として、国連持続可能な開発会議（リオ＋20）では、多くの金融機関

が自然資本を守ると宣言を出した。また、世界銀行は国と企業を対象に50/50

のプロジェクトを始めた。

　国連によると2020年以降、世界の人口の半分以上が都市に住むようになると

予想されている。エネルギーの最大消費地となる都市は、消費削減のための先導

者として行動し、他と連携して災害対応力のあるグリーンシティを目指すことが

求められている。公益と私益の新しい線引きが今後の都市政策においては非常に

重要であり、経済面や社会面、市民生活の持続可能な発展が可能になる場所こそ

が、都市の未来像である。

　あらゆる意味での改革は、すべて都市から始まり、都市においてこそ改革が可

能なのである。

「国連ハビタットのグリーン成長へのアプローチ」

「なぜ、低炭素グリーン成長なのか？」

Lalith LANKATILLEKE 

国際連合人間居住計画（ハビタット）
福岡本部（アジア太平洋担当）
上級人間居住専門官

末吉　竹二郎

国連環境計画金融イニシアティブ
特別顧問
（鹿児島市環境アドバイザー）

III-2　来賓発表
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III-3　基調講演

「地域社会における研究大学の役割」
　ポステック（浦項工科大学）は設立 26年目の新しい大学だが、短期間で

アジアにおいて首位となった。

　イノベーションこそが新しく有益なものを生み出すもので、問題を解決

し、異なる角度から問題を見つめることである。全く新しい価値を生み出

さないデザインとは異なる。それを生み出すのは起業家だが、起業家精神

は既知のリスクをあえて冒すことだ。

　重要な問題は気候変動、環境、エネルギー、保健・医療問題といった世

界の大きな課題に対して、大学がどのように新しい価値を生み出し、解決

をもたらすことができるかということである。

　ポステックの代表的なグリーン技術の 3つの例として新素材、電気自動

車、燃料電池がある。とても有望な技術だが、多くの素晴らしいアイデア、

発見、技術の 98%が製品・事業化されることはない。これが大学での商品

開発の抱える最大の課題である。

　私たちに必要なのは基礎研究と製品・事業化をつなぐ橋のようなもので

ある。事業方針の変更、それを支援する政府の政策、大学の政策、その他

の支援体制や環境が必要である。大学内起業家は学術的起業家精神をもち、

イノベーションを創出し、製品・事業化にまで到達することである。

　成功のために必要なことは、研究における卓越性とイノベーション、ニー

ズと競争を理解することである。またその際、既存の強みと経験、そして

特許を利用し、情熱、コミュニケーション能力を持つことも大変重要である。

ポスコ、浦項テクノパークが浦項の既存の強みである。

　また産業界との連携は、技術を製品・事業化する唯一の方法で、産業界、

大学、地方自治体間でwin-win-win 関係を築くことが必要である。

　ポステックは浦項市がハイテク都市となるために重要な役割を果たし、

浦項市を国際的な都市にしようとしている。キャンパスには多くの留学生、

外国人教職員や研究者がおり、第 4世代の加速器を建設中だ。基礎科学研

究院を設立し、今年 5月には、ポステックの 4つの研究院が韓国政府に表

彰された。私たちは地域の技術開発、産学官共同研究、浦項市の新設ベン

チャー企業の支援も行っている。活発なイノベーションや起業家精神を実

現するため、大学、ベンチャーキャピタル、投資家、法曹界、産業界、既

存のビジネス界、地方・国家・連邦政府などで連携しなくてはならない。

ハイテク都市を形成するために、研究大学の役割は不可欠だと考える。

　また、研究大学は、グローバルリーダーとなり、世界中のどこにでも赴

いて競争し、生き残り、成功するような卒業生を輩出する必要がある。

　これら全てが技術躍進を生み、環境、エネルギー、食糧、清潔な水、医

療分野で、私たちが直面している大きな課題に解決をもたらすことができ、

持続可能なハイテク経済と地域及び国家の利益のために絶対に必要なもの

なのである。

金　用民

浦項工科大学総長


